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液晶バックライト用ガラス管の生産能力を大幅増強 

 
旭硝子株式会社 

 
 旭硝子株式会社（本社：東京、社長：門松正宏）は、液晶パネルのバックライトに使用されるガラス

管の生産能力を大幅に増強することを決定しました。当社１００％子会社の旭テクノグラス静岡工場に

おいて、総額１１０億円を投資して製造窯の増設ならびに既存設備のライン増強を行い、生産能力を 

６００トン／月まで増やします。工事は、来春までに完了させる予定です。 
  
 当社は２００５年からの中期経営計画 “ JIKKO-2007 ” において、エレクトロニクス＆エネルギー

事業を第３の柱として育成することとしており、バックライト用ガラス管については、２００４年に事

業進出して以来、旭テクノグラス静岡工場で順次専用窯を稼動させるなど、設備増強を実施してきまし

た。当社のバックライト用ガラス管は、砒素、アンチモンといった毒物・劇物を完全に排除した環境に

優しい製品であり、お客様のニーズを満たす製品として、昨今の環境への関心の高まりとともに高い評

価を受けています。 
 
液晶パネルのバックライト用ガラス管の需要は、世界的な液晶テレビの販売台数の急増と、液晶パネ

ルの大型化により使用されるガラス管本数が増加することに伴い急速に拡大しています。その市場規模

は２００６年の約１３千トンから２００８年の約２４千トンになる見通しで、当社は２００８年のグロ

ーバルシェア３０％以上を目指し、２００７年に供給体制を整えます。 
 
今後も、お客様に対しより高い品質の製品を安定的に供給するとともに、環境面での当社の強みを活

かしながら、積極的な設備投資を実施していく予定です。 
 
 
 

以上 
◎本件に関するお問い合わせ先：旭硝子㈱広報・ＩＲ室長 川上 真一 
           （担当：若杉 TEL：03-3218-5258、E-mail：info-pr@agc.co.jp） 
 
 
 
 
 



＜ご参考＞ 
１．旭テクノグラス社の概要 

（１）社名      旭テクノグラス株式会社 
（２）本社所在地   千葉県船橋市行田一丁目５０番１号

（３）代表者     代表取締役社長 若村 弘

（４）資本金     ７，２３３百万円

（５）株主構成    旭硝子㈱１００％ 
（６）主な製造拠点  中山工場（千葉県船橋市行田一丁目５０番１号）

静岡工場（静岡県榛原郡吉田町川尻３５８３番地５） 
タイ岩城硝子（タイ王国） 

（７）事業内容    液晶バックライト用ガラス管・自動車用照明ガラス・理化医療用ガラスなどの

特殊ガラス製品、耐熱ガラス食器などのハウスウェア製品の製造・販売 
（８）設立      １９９９年１月１日（創業：１８８３(明治１６)年１０月２４日）

（９）従業員数    １，７２８名（連結。２００６年６月末現在） 

 

２．バックライト用ガラス管のサプライチェーン 

   ガラス管    ⇒    バックライト    ⇒    液晶パネル 
                （ランプメーカー）           （パネルメーカー） 
  当社の事業領域 

                


